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光子を用いた強度干渉実験では、光子数状態、スクイーズド状態などの量子状態の観測を実現

している。他方、電子線はフェルミ統計に従うことから、反交換関係により二次の相関関数（強

度干渉）においてアンチバンチングが起きる。電子を用いた強度干渉実験は、電界放出型電子源

を用いたアンチバンチング効果の観測結果はあるものの、フェルミ統計由来のものなのか空間電

荷効果によるものなのか明確な区別ができていない。 

一方、我々はこれまでにスピン偏極透過電子顕微鏡（SP-TEM）の開発に成功し、高い偏極度、

高い空間干渉性を併せ持つ電子線により、バイプリズムによる一次相関測定を実現した。そこで、

このコヒーレントなスピン偏極電子線を用いることで量子干渉実験を実現し、アンチバンチング

量のスピン偏極度依存性を検証することで、真の量子干渉効果を抽出することが可能である。 

SP-TEM において強度干渉実験を実施するため、単電子検出器部にマルチチャンネルプレート

（MCP）を用いた小型２分割検出器（電子顕微鏡用二電子同時計数検出装置）を開発した。MCP

を介して約 105 倍に増幅した単一電子信号を２分割検出/読出し電極に照射することで、空間的に

分割した領域に同時検出される確率を計測することができる。さらに、この後段に高速前置アン

プおよび高速タイミングアンプを設置し単電子検出による時間差計測を可能にした。この信号処

理系は、同時発生するイベント信号を入力した場

合、時間分解能が 48ps であることを確認してい

る。これを用いて計測したアンチバンチングイベ

ント数は同時検出時間 10ns ずらして検出したイ

ベントに対し 1~5%の差異を検出することに成功

した。 
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Fig.1 Bunching events as a function of 

coincidence time, which is subtracted a 

classical counting events.  
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